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第1回 摂津市国民健康保険運営協議会

摂津市 保健福祉部 国保年金課

令和元年８月３０日



会議次第

１．会長・副会長の選任

２．平成３０年度 摂津市国民健康保険特別会計決算概要について

３．保健事業の取組みについて

４．その他
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◇被保険者の状況
◇平成３０年度決算
◇決算収支等の推移
◇医療費（保険給付費）の推移
◇保険料収納率の推移
◇保険者努力支援制度等の評価



被保険者の状況①

被 保 険 者 数 （年間平均：４月～３月） 参 考 （年度末数値）

年度 一般 退職 合計
（再掲）
前期高齢者

（65歳～74歳）

（再掲）
介護第2号

（40歳～64歳）
後期高齢者数 国保加入率

平成26年度 23,889人 1,026人 24,915人 9,139人 8,160人 7,961人 28.49%

平成27年度
23,188人 700人 23,888人 9,159人 7,665人 8,496人 27.34%

(△ 701) (△ 326) (△ 1,027) (20) (△ 495) (535) (△1.15%)

平成28年度
22,207人 388人 22,595人 8,938人 7,141人 9,151人 25.43%

(△ 981) (△ 312) (△ 1,293) (△ 221) (△ 524) (655) (△1.90%)

平成29年度
20,774人 178人 20,952人 8,593人 6,553人 9,743人 23.69%

(△ 1,433) (△ 210) (△ 1,643) (△ 345) (△ 588) (592) (△1.74%)

平成30年度
19,655人 61人 19,716人 8,216人 6,190人 10,351人 22.28%

(△ 1,119) (△ 117) (△ 1,236) (△ 377) (△ 363) (608) (△1.42%)

※（ ）内は前年度からの増減
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被保険者数及び加入率は減少傾向が継続しています。なお、退職被保険者につきましては今年度で全
員が６５歳到達となることから令和２年度には対象者がいなくなります。
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被保険者の状況②
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被保険者数の推移と前期高齢者割合

被保険者数

（一般・退職）

（再掲）

前期高齢者

前期高齢者割合

被保険者数の減少に伴い、前期高齢者数も減少しているものの、前期高齢者の割合は増加傾向が継続
しています。
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歳入科目 H29 H30 増減 前年度比

国民健康保険料 2,004,859 1,895,854 △ 109,005 94.56%

国庫支出金 2,548,062 ー ー ー

療養給付交付金 66,715 ー ー ー

前期高齢者交付金 2,931,031 ー ー ー

府支出金 628,454 6,901,600 6,273,146 1098.19%

共同事業交付金 2,577,480 ー ー ー

繰入金 1,099,089 867,797 △ 231,292 78.96%

繰越金 360,975 536,114 175,139 148.52%

その他 20,296 19,337 △ 959 95.27%

合計 12,236,961 10,220,702 ― 83.52%

歳出科目 H29 H30 増減 前年度比

総務費 144,918 139,664 △ 5,254 96.37%

保険給付費 7,075,058 6,711,759 △ 363,299 94.87%

事業費納付金 ー 2,787,380 ー ー

後期高齢者支援金等 1,195,186 ー ー ー

前期高齢者納付金等 4,446 ー ー ー

介護納付金 438,708 ー ー ー

共同事業拠出金 2,723,862 ー ー ー

保健施設費 61,853 57,522 △ 4,331 93.00%

その他 56,817 131,691 74,874 231.78%

基金積立金 ー 362,624 ー ー

合計 11,700,848 10,190,640 ― 87.09%

平成３０年度決算

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

広域化に伴い、科目構成が変更されたことに加え、財政規模が縮小しています。

（単位：千円）※「保健施設費」は平成30年度からは「保健事業費」

10,220,702,294円（歳入総額）－ 10,190,639,681円（歳出総額）＝ 30,062,613円（歳入歳出差引額）
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＜平成２９年度＞ ＜平成３０年度＞

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

平成３０年度決算 歳入内訳

国民健康保険料

2,004,859

(16.38%)

国庫支出金

2,548,062

(20.82%)

療養給付費交付金

66,715

(0.55%)

前期高齢者交付

金

2,931,031

(23.95%)

府支出金

628,454

(5.14%)

共同事業交付金

2,577,480

(21.06%)

繰入金

1,099,089

(8.98%)

繰越金

360,975

(2.95%)

その他

20,296

(0.17%)

歳入
12,236,961

(100%)

国民健康保険料

1,895,854

(18.55%)

府支出金

6,901,600

(67.53%)

繰入金

867,797

(8.49%)

繰越金

536,114

(5.25%)

その他

19,337

(0.19%)

歳入
10,220,702

(100%)

（単位：千円）

平成２９年度は国庫支出金や前期高齢者交付金、府支出金、共同事業交付金が約７割を占めていまし
たが、平成３０年度は府支出金だけで約７割を占めています。

財政規模
16.48％減



総務費

139,664

(1.37%)

保険給付費

6,711,759

(65.86%)

事業費納付金

2,787,380

(27.35%)

保険事業費

57,522

(0.56%)

その他

131,691

(1.29%)

基金積立金

362,624

(3.56%)

歳出
10,190,640

(100%)

総務費

144,918

(1.24%)

保険給付費

7,075,058

(60.47%)

後期高齢者支援金

等

1,195,186

(10.22%)

前期高齢者納付

金等

4,446

(0.04%)

介護納付金

438,708

(3.75%)

共同事業拠出金

2,723,862

(23.28%)

保健施設費

61,853

(0.53%)

その他

56,817

(0.49%)

歳出
11,700,848

(100%)
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＜平成２９年度＞ ＜平成３０年度＞

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

平成３０年度としては新たな仕組みとして事業費納付金が全体の２７％を占めています。
また、財政調整基金に約３億６千万円を積み立てています。

平成３０年度決算 歳出内訳

（単位：千円）

※「保健施設費」は平成30年度からは「保健事業費」

財政規模
12.91％減



-98,733,824 

168,526,483 

360,975,846 

536,113,601 

30,062,613 

-380,098,072 

-108,086,501 
-38,365,709 -78,296,612 

-211,574,984 

362,623,550 
281,364,248 276,612,984 

230,815,072 

253,434,367 

68,147,546 

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

決算収支等の推移

決算収支（歳入歳出差引額） 実質単年度収支 財政調整基金残高 法定外繰入金
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決算収支等の推移

●決算収支（歳入歳出差引額） ＝歳入額ー歳出額
●実質単年度収支 ＝決算収支 ー繰越金ー法定外繰入金 ー基金繰入金 ＋基金積立金

６億円

４億円

２億円

０円

△２億円

△４億円

△６億円

（単位：円）
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平成２７年度に累積赤字を解消後、平成２９年度までの黒字の一部を平成３０年度に設置した財政調
整基金に積み立てました。
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医療費（保険給付費）の推移

76億1,200万円

73億4,000万円 71億2,000万円
70億7,500万円

67億1,200万円

103.49% 96.43% 97.00% 99.37%
94.87%
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66億0,000万円

68億0,000万円

70億0,000万円

72億0,000万円

74億0,000万円

76億0,000万円

78億0,000万円

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

万

医療費（保険給付費）の推移

保険給付費 対前年度比

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

平成３０年度保険給付費は、前年度に比べ約３億６千３百万円の減となっています。

78億円

76億円

74億円

72億円

70億円

68億円

66億円

64億円

62億円
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

１人当たり
医療費

360,674円 362,206円 368,848円 394,464円 396,985円

前年度伸び率 105.37% 100.42% 101.83% 106.94% 100.64%

360,674円

362,206円 368,848円

394,464円

396,985円

350,000円

360,000円

370,000円

380,000円

390,000円

400,000円

１人当たり医療費（費用額）の推移

１人当たり

医療費
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１人当たり医療費（費用額）の推移

１人当たり医療費（費用額）は前年度に比べて2,521円の増加となり、伸び率は0.64％と高くなかった
ものの、増加傾向が続いています。
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保険料収納率の推移
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

収納率（現年分）
収納率

16.36%

14.77%

13.50%

15.72%
14.54%

0%
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20%

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

収納率（滞納繰越分）
収納率

※収納率：還付未済額控除後の数値
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平成３０年度は、前年度に比べ現年分は0.75％増、滞納繰越分については1.18％減となっています。
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保険者努力支援制度等の評価

◆保険者努力支援制度について
平成３０年度より本格的に実施されたもので、被保険者の健康の保持増進、医療の効率的な提供の

推進、その他医療に要する費用の適正化等に係る取組みを評価し交付金を交付する仕組みとなってい
ます。

◆保険者の経営努力分について
保険者努力支援制度が平成３０年度より本格的に開始されたことに伴い、縮小されていくものとさ

れており、獲得金額は前年度に比べて大幅に減少しています。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

保険者努力
支援制度

ー ー 1,254万7千円 1,770万2千円 3,604万8千円

経営努力分 5,900万円 6,200万円 6,500万円 6,800万円 1,000万円

【直近５年間の獲得金額】

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課



３．保健事業の取組みについて
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◇平成30年度特定健診の実施状況

◇平成30年度特定保健指導の実施状況

◇平成30年度スマホdeドックの実施状況

◇平成30年度人間ドック費用助成の状況

◇保険者努力支援制度（保健事業分）の状況

◇服薬適正化推進事業の取組状況
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平成30年度特定健診の実施状況

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課
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特定健診実施状況の推移

受診者数 受診率

特定健診について

特定健診は、国保被保険者のうち４０～
７４歳の方を対象に年１回実施していま
す。希望者は保健センターでの集団健診か
指定医療機関での個別健診を選択すること
ができます。

平成３０年度は電話・ハガキでの未受診
者へのアプローチに加え、医療機関等への
ポスター・チラシ設置による受診啓発に取
り組みました。また、職場健診データの提
供依頼や人間ドック助成制度の周知啓発、
健康マイレージ等の他施策との連携を図っ
てまいりました。

【法定報告値】※ただし、平成30年度は暫定数値のため未確定
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平成30年度特定保健指導の実施状況

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課
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特定保健指導実施状況の推移

受診者数 実施率

特定保健指導について

特定保健指導は、特定健診の結果「動機
付け支援」「積極的支援」に該当した方を
対象に保健センターで実施しています。

平成30年度についても、特定健診の当
日に、対象者に初回面談（プレ指導）を
行うなど、未利用者対策を進めてまいりま
した。引き続き、プレ指導を行い、実施率
向上に努めるとともに、対象者が自身の健
康状態を自覚し、自ら健康的な生活に改善
できるよう、様々な働きかけやアドバイス
を行っていきます。

【法定報告値】※ただし、平成30年度は暫定数値のため未確定
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平成30年度スマホdeドックの実施状況①

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

・スマホdeドックとは、「送付型自己採血キットを使用した若年者向けセルフ健康チェックサービス事
業」を指し、平成２９年度に引き続き、平成３０年度も実施しました。

・４０歳未満の若年者の健康意識の向上を目的として、３５歳～３９歳の被保険者を対象に平成３０年８
月１日～平成３０年１０月３１日で事業案内を送付し、無料で参加者（先着１３０名）を募りました。

■申込み・検査状況

対象者数 申込数 申込率 検査数 検査率

男性 ４４３ ４４ ９.９％ ３４ ７７.３％

女性 ３６５ ４９ １３.４％ ４３ ８７.８％

計 ８０８ ９３ １１.５％ ７７ ８２.８％

＊Ｈ29 計 ９１３ １２６ １３.８％ ９８ ７７.８％

■総合判定（血液検査のみ）

Ａ判定 Ｂ判定 Ｃ判定 Ｄ判定 所見あり

男性 １２％ ２６％ ２６％ ３５％ ８８％

女性 １９％ ３５％ ２３％ ２３％ ８１％

＊平成29年度は男性で98％、女性で82％が所見あり

判定内容 所見

Ａ 基準値内 なし

Ｂ 軽度異常値

ありＣ 高度異常値

Ｄ 医療必要性あり

【判定基準】
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■検査結果（総合判定Ａ～Ｄ）による医療機関への受診について

総合判定
受診しようと
思っている

受診しようと病
院を検索した

すでに医療機関
を受診予約した

結果が良いので、
受診意向なし

結果は悪いが、
受診意向なし

Ａ ０％ ０％ ０％ １００％ ０％

Ｂ ２０％ ０％ ０％ ７０％ １０％

Ｃ ５７％ ０％ １４％ ０％ ２９％

Ｄ ５０％ ０％ ０％ ２５％ ２５％

合計 ３６％ ０％ ５％ ４１％ １８％

＊平成29年度はＤ判定の７０％が医療機関の受診意向あり

・血液検査による総合判定では、将来的な生活習慣病の発症の恐れがある若年者が潜在

（男性：61％、女性：46％）していることが伺えます。

・Ｃ判定の７１％、Ｄ判定の５０％が医療機関の受診意向・受診行動を示しており、本事業の

目的である若年者の健康意識の向上につながっています。

■平成30年度スマホｄｅドックのまとめ

平成30年度スマホdeドックの実施状況②
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令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

対象者 特定健診
受診者数

受診率
（％）

全体（40歳） 170人 24人 14.1%

Ｈ29スマホdeドッ
ク受診者（40歳）

17人 5人 29.4%

◇若年者健診を次年度（平成３０年度）に受診したか

◇特定健診を次年度（平成３０年度）に受診したか

●スマホdeドックの受診を契機とし
て、健康意識や行動の改善効果が見
られることから、同事業を継続的に
実施していくこととします。

●今年度については、従来の35～39
歳の対象者に加え、試行的に複数年
未受診者である特定健診対象年齢者
にも実施することを検討しています。

●血液検査結果等を踏まえ、保健師
による保健指導につなげることも検
討しています。

■今後の展開

若年者数
（16～39歳）

若年者健診
受診者数

受診率
（％）

全体 3,417人 111人 3.2%

Ｈ29スマホde
ドック受診者

58人 13人 22.4%

■平成29年度スマホdeドック受診者の動向から見えてくるもの
左記の分析より、その後の行動とし
て、若年者・特定健診の高い受診に
つながっていることが分かります

平成30年度スマホdeドックの実施状況③
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平成30年度人間ドック費用助成の状況

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

＊特定健診受診率に換算すると約0.4%に相当します

男性 女性 合計

助成件数 36 23 59

平成30年度からの広域化に伴い、生活習慣病重症化予防の取組として府内全市町村で実施することに
なり、人間ドックを受診した際の健診費用の一部を助成するものです。なお、助成申請により、健診結
果を提供いただくことで、特定健診受診率向上等の効果も見込んでいます。

◇対象者：40歳～74歳の国保被保険者

◇助成額：（上限）13,000円

◇要 件：特定健診検査項目を満たしている事など

■平成30年度助成件数（４月～３月）

■今後の展開

・今年度は近隣市を含めた人間ドック健診実施機関へのチラシ等設置に取組み、制度周知を図ります。

・次年度以降は、府内他市町村や後期高齢者医療広域連合の状況を踏まえ制度見直しも検討します。
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保険者努力支援制度（保健事業分）の状況

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

保険者機能強化の観点から客観的指標に基づき、保険者の実績や取組状況を点数化し、それに
応じて国が支援金を交付する制度で保健事業に関連する指標の平成30年度の主な実績状況は以下
のとおりです。

指標 満点 摂津市 大阪府 全国

●全体（体制構築加点含まず）※以下 保健事業関連抜粋 880 528 403.28 509.07

◎特定健診受診率・特定保健指導実施率等 150 40 24.07 43.02

◎がん検診受診率・歯周疾患（病）検診受診率 55 25 25.93 27.60

◎糖尿病等の重症化予防の取組の実施状況 100 75 66.86 85.01

◎個人インセンティブ・分かりやすい情報提供 90 90 55.93 66.35

◎重複服薬者に対する取組の実施状況 50 50 25.58 39.86

◎データヘルス計画策定状況 50 50 41.63 44.77

◎地域包括ケア推進の取組の実施状況 25 20 9.65 13.22

特定健診及びがん検診の受診率の結果が評価点に影響しており、今後も引き続き受診率向上に
向けて取り組んでいく必要があります。また、糖尿病性腎症重症化予防の取組については従来の
個別対象者の指導に加え、対象者全体へのポピュレーションアプローチも今後検討していきます。
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服薬適正化推進事業の取組状況

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

多剤服薬（6種類以上）の対象者へ身近な薬局でご相談いただくよう、服薬履歴を載せた「服薬情報のお
知らせ（通知書）」と残薬を入れるおくすりバッグ（セッピィ・ブラウンバッグ）を送付し、摂津市薬剤
師会との連携のもと、適正な服薬・調剤を促進し、被保険者の健康リスクの軽減並びに医療費適正化につ
なげます。

〇対象年齢：原則、60代以上の国保被保険者

〇対象者：原則、複数医療機関を受診されている多剤服薬（6種類以上）の方

〇対象人数：1,048名

【事業の流れ】

①市から「服薬情報のお知らせ（通知書）」とおくすりバッグを対象者に送付（7月31日）
②通知書・おくすりバッグ（残薬を入れて）・お薬手帳を持って身近な薬局へ（8月以降）
③薬局にて服薬の相談、助言、必要に応じて残薬調整等を実施してもらいます。

今年度の国保年金課新規事業として、被保険者の複数医療機関における受診レセプトデータを保有する
保険者だからこそできる取組として以下のとおり実施しているものです。

今後は、毎月、市内薬局から報告がなされる相談受付件数等を集計するとともに、年度後半に通知対象
者の服薬状況の変化をレセプトデータ等で分析し、効果測定を行う予定としています。



４．その他
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令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

◇広域化の進捗状況および今後の課題と見通し
◇医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改正する法律について
◇オンライン資格確認
◇高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施等
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広域化の進捗状況および今後の課題と見通し

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

◆令和元年度保険料率統一状況
・統一保険料率： ８市町村（大阪府による激変緩和措置前の料率）
・標準保険料率： ５市町村（大阪府による激変緩和措置後の料率）
・独自保険料率：３０市町村

◆令和元年度の検討事項
・平成３０年度の決算状況を踏まえた検証（保険料率・標準収納率）
・保険料率算定時に加味する府全体の共通公費の範囲の検討
・多子世帯減免の検討など

◆今後の予定
・引き続き国保運営方針見直しに向けて、広域化調整会議等を通して
検討を行うこととなります。



26

医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改正する法律について

（令和元年５月15日成立）

令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

◆改正の趣旨◆
医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るため、保険者間で被保険者資格の情報を一元的に管理する仕組みの創設及びその

適切な実施等のために医療機関等へ支援を行う医療情報化支援基金の創設、医療及び介護給付の費用の状況等に関する情報の連
結解析及び提供に関する仕組みの創設、市町村において高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実施する枠組みの構築、被扶養
者の要件の適正化、社会保険診療報酬支払基金の組織改革等の措置を講ずる。

◆改正の概要（抜粋）◆
１．オンライン資格確認の導入
【健康保険法、国民健康保険法、高齢者の医療の確保に関する法律（高確法）、船員保険法】
・オンライン資格確認の導入に際し、資格確認の方法を法定化するとともに、個人単位化する被保険者番号について、
個人情報保護の観点から、健康保険事業の遂行等の目的以外で告知を求めることを禁止（告知要求制限）する。

（公布日から２年を超えない範囲内で政令で定める日）
２．オンライン資格確認や電子カルテ等の普及のための医療情報化支援基金の創設
【地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関する法律】

（令和元年10月１日）
４．高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施等
【高確法、国民健康保険法、介護保険法】
・75歳以上高齢者に対する保健事業を市町村が介護保険の地域支援事業等と一体的に実施することができるよう、国、
広域連合、市町村の役割等について定めるとともに、市町村等において、各高齢者の医療・健診・介護情報等を一
括して把握できるよう規定の整備等を行う。

（令和２年４月１日）
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令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

◆市町村は被保険者番号の個人単位化等に伴うシステム改修が必要となります。

オンライン資格確認
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令和元年度 第1回 摂津市国民健康保険運営協議会 摂津市 保健福祉部 国保年金課

◆高齢者の医療・健診・介護情報等を活用し、専門職と連携した保健事業と介護予防を実施する枠組みの構築が求められています。

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施等


